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内容要旨  
上腕骨遠位端骨折に対して、様々な種類の骨接合インプラントの選択が可
能になってきた。plate固定は、強固な固定性で早期リハビリを可能とし、
さらに Locking system も併用され、従来の Non-locking system と同様に
良好な成績の報告が散見される。本実験では、 Mayo Clinic Congruent 
Elbow Plate の Locking system と Non-Locking system の力学的強度の調
査をすることである。 試料として，ポリウレタン製上腕骨モデルボーン
と屍体骨から入手した上腕骨の 2種類を使用した。上腕骨鉤状窩の遠位線
より近位 1cmの骨欠損を作り、AO分類 A 型骨折モデル(A)、さらに滑車外
側で遠位骨片を分割し、AO分類 C型骨折モデル(C)を作成した。試験機は
MTS社製の２軸制御材料試験機で、軸方向の圧縮荷重は 500N/min で負荷
し，回旋方向には，30deg/minでねじりを内旋方向に負荷し，それぞれ荷
重(N)と変位(mm)の関係とねじり角度(deg)と回旋抵抗力(N・m)の関係を計
測した。より日常生活での肘関節の動きに近い，屈曲と内旋が同時に起こ
る運動で生じると考えられる軸方向およびねじり負荷をシミュレーショ
ンした圧縮ねじり試験を実施したが，いずれの場合においても，ロッキン
グスクリューとノンロッキングスクリューの 2種類のスクリューの固定
力に違いはみられなかった． 
両試料による試験結果を比較すると，回旋抵抗力の大きさや検体の破損
に関して差異が生じているため，試験結果を臨床上の評価とすることは難
しかった．一般的に肘関節を内旋させた際に発生する最大トルクは男性で
7.3N・m程度といわれており，本研究での結果よりも低くなっている．よ
って，今回使用した Mayo Clinic Congruent Elbow Plateと 2 種類のスク
リューは十分な固定力を有していると思われた. 
 
